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令和 4年度 全国学力・学習状況調査結果 
実施日時 令和 4 年４月１９日 

実施児童数  ６年生 ６８名 

実施教科  国語・算数・理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習について 

<国語> 

 

 

 

 

 

 

 

全国の傾向と同じように、本校も「書くこと」に課題がある結果となった。また、「知識・技能」の正

答率が低く、語彙や漢字の知識不足の傾向が見られる。そのため、国語や他教科等を通して、語彙を増や

したり、言葉で思いや考えを伝え合ったりする活動を授業に取り入れている。 

 

平均正答率 国語 算数 理科 

横浜市立都田小学校 56 % 58 % 58 %  

神奈川県（公立） 65 %  64 %  63 %  

全国（公立） 65.6%  63.2% 63.3%  

 本 校 神奈川県 全  国  

A 話すこと・聞くこと ５８．１ ６６．３ ６６．２ 

B 書くこと ４１．２ ４７．９ ４８．５ 

Ｃ聞くこと ５８．８ ６９．５ ６６．６ 

①知識・技能 ５７．４ ６６．８ ７０．５ 

②思考・判断・表現 ５４．２ ６３．３ ６２．０ 



<算数> 

 

 

 

 

 

「図形」、「データの活用」に課題がある。計算問題自体の正答率は高いが、図形の性質を使って考える

問題や計算の理由を答える問題等で正答率が低くなっており、知識の不足が思考力にも関係している傾

向が見られる。 

 

<理科> 

理科についても、知識を問う問題で正答率が低くなっている。 

 例「メスシリンダー」という名称を答える問題 正答率 32％ (全国 6７%) 

     メスシリンダーの使い方を答える問題    正答率 70% (全国平均より高い) 

名称を答えるような問題に弱く、活動を伴うような内容については比較的正答率が高い傾向が見られ

る。科学的な知識の定着を図るため、既習を振り返る活動を重視するとともに、復習の時間を確保するこ

とにも取り組んでいる。 

 

意識調査について 

学習に対する興味・関心については３教科とも高くなっており、「学習がわかる」とする回答も全国平

均と変わらない。中でも国語に対する意識は全国よりも高く、「国語が好き」「国語の学習内容は大切」「国

語の学習が分かる」に対して、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた回答は、いずれ

も全国を５～10％上回っている。国語の学習に対して前向きに取り組もうとする姿勢が表れている。 

ただ、「自分にはよいところがある」という設問に「あてはまる」と回答したのは 30%（全国 40%）

で、自信のなさが感じられる。これを受け、道徳の時間や特別活動等の取組を通して、自己肯定感を高め

る活動に取り組んでいる。一方、「自分のよいところが認められている」「夢や目標がある」に対しては全

国よりも高い数値を示している。これには、周囲との関係のよさが影響していると考えられる。 

また、スマホ等の操作時間が全国と比べて長い傾向が見られる。操作時間と各教科の正答率には相関関

係が見られるため、今後も、家庭学習の重要性について伝えていきたい。 

 ゲーム   ３時間以上 半数近い（全国 30%）  ２時間以上使用を合わせると 70% 

  動画視聴  ３時間以上 30%以上（全国 20％） 

  学習時間  １時間以下 50％以上（全国 40%） 

 本 校 神奈川県 全  国  

A 数と計算 ６４．２ ６９．４ ６９．８ 

B 図形 ５７．７ ６４．９ ６４．０ 

Ｃ（ⅰ）測定    

Ｃ（ⅱ）変化と関係 ５０．０ ５３．３ ５１．３ 

Ｄデータの活用 ６１．８ ６９．５ ６８．７ 

①知識・技能 ６５．２ ６９．０ ６８．２ 

②思考・判断・表現 ４９．８ ５７．５ ５６．７ 

 本 校 神奈川県 全  国  

「エネルギー」を柱とする領域 ４７．１ ５１．８ ５１．６ 

「粒子」を柱とする領域 ５０．９ ５９．５ ６０．４ 

「生命」を柱とする領域 ７３．５ ７５．６ ７５．０ 

「地球」を柱とする領域 ５４．１ ６４．９ ６４．６ 

①知識・技能 ５２．７ ６１．８ ６２．５ 

②思考・判断・表現 ６０．７ ６４．２ ６３．７ 


